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はじめに	
 

心臓の 1 拍毎の拍動間隔の生理的なゆらぎで
ある心拍変動は，自律神経機能評価1や疾患の予

後予測指標2として利用されている．特に，24 時
間心電図より得られる心拍変動は循環器疾患の

死亡率の予測に用いられ，多くの研究者によっ

て様々な指標が提案されている3. 
心拍変動の変動量を反映する時間領域の指標

には，standard deviation of 24-h normal-to-normal 
R-R interval (SDNN) 4,deceleration capacity (DC) 5, 6

などがあり，これらの指標の低下は急性心筋梗

塞後の全死亡のリスクを予測する．心拍変動を

周波数成分に分けてそれぞれのパワーを定量す

る周波数領域の指標の中では，特に 0.0033～0.04 
Hz の超低周波数(very-low frequency: VLF)成分の
パワーの低下が，やはり急性心筋梗塞後の全死

亡リスクと関連する7．そして，心拍ダイナミク

スのフラクタル特性や非ガウス性を反映する非

線形解析指標としては， detrended fluctuation 
analysis (DFA)	
 8による短期的変動に対する

scaling exponent α1 の低下が急性心筋梗塞後や末

期腎不全血液透析患者の全死亡リスクを予測し9，

突発的な心拍変動の大きさの確率密度関数の非

ガウス性指標10である λ25s の増加が慢性心不全患

者の全死亡リスクおよび急性心筋梗塞後患者の

心臓死リスクを予測する11．	
  
	
 これらの指標の予後予測力を提唱している報

告は，その指標の予測力が，少なくとも部分的

には，他の指標と独立していることを示してい

る．しかし，各指標間の独立性を systematic に検
証した大規模な研究はなく，それらが互いに独

立した指標なのか，あるいは同じ特性を別の面

から捉えた冗長性を孕む指標の集合なのかに関

して信頼できる事実は報告されていない．そこ

で，本研究では，Allostatic State Mapping by 
Ambulatory ECG Repository (ALLSTAR) プロジェ
クト12, 13の 24 時間ホルター心電図ビッグデータ
から，洞調律を示す 24 時間心電図約 25 万件を
抽出し，死亡リスク予測指標の異常値が個体レ

ベルでどれくらい重複するかを調べた． 
 
 
 
 
 

方法	
 

	
 ALLSTAR database に登録されている 2007 年
11 月から 2014 年 3 月の間に記録された 301,848
件の 24 時間ホルター心電図から，記録された全
心拍の 80%以上が洞調律であるものを抽出し，
本研究の分析対象とした． 
	
 抽出された個々のデータの 24 時間 R-R 間隔時
系列について，SDNN，DC，VLF パワー，DFA 
α1，非ガウス性指標 λ25sの 5 つ指標を計算した．
次に，過去の報告で，死亡リスクを予測するた

めに用いられたカットオフ値を用いて，それぞ

れの指標の異常値(ハイリスク群の判別値)を決定
し，各指標について，異常値の出現頻度を測定

した．得られた出現頻度をもとに，各指標の異

常値の出現が互いに独立であった場合に，5 つの
指標の異常値を，一つも持たない人，1 つだけ持
つ人，2 つだけの人，3 つだけの人，4 つだけの
人，5 つ全てを持つ人の出現率の期待値を計算し，
実際の観測におけるそのような人の存在率と比

較した． 
 
結果	
 

	
 全心拍の 80%以上が洞調律であるデータとし
て，253,673 件が抽出された．抽出例の平均年齢
は，64 ± 18歳，男性 113,341件，女性 140,332件
であった．過去の報告66, 11, 14に基づいて，SDNN，
DC，VLFパワー，DFA α1，非ガウス性指標λ25s

の異常値を定義した結果，それぞれの出現率は

表 1に示すとおりであった． 
得られた出現頻度をもとに計算した，各個数

の異常値を持つ個体の出現率の期待値と，実際

の観測値，両者の比を表 2 に示す．5 つの指標の
全てが正常な人の割合の観測値は期待値よりも 
 
表１. The occurrence rate of abnormal HRV values in 
ALLSTAR big data 
Index Normal (%) Abnormal (%) 

SDNN <70 ms 95.2 4.8 

VLF <5.75 ln(ms) 93.2 6.9 

DFA α
1
 <0.75 96.2 3.8 

DC <4.5 ms 81.3 18.7 
λ

25s
 >0.6 72.4 27.6 

Redundancy of risk predictors of heart rate variability indicated 
by big data 
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表 2. Expected and observed rates of individuals with 
abnormal HRV values  

Number of 
abnormal 
values 

Observed 
Probability 

 (%) 

Expected  
Probability 

 (%) 
Ratio 

0 60.52 50.23 1.2 

1 24.79 38.89 0.64 

2 9.12 9.85 0.93 

3 3.86 0.99 3.9 

4 1.44 0.042 34 

5 0.28 0.00064 434 
 
高く，また異常値の個数が 1 つだけまたは 2 つ
だけの個体の出現率は期待値よりも低かった．

さらに，異常値を 3 個以上もつ個体の出現率は，
期待値よりも高く，特に 4 つ持つ人は期待値の
34倍，5つ全て持つ人は 434倍も存在した． 

 
考察	
 
	
 Allostatic State Mapping by Ambulatory ECG 
Repository (ALLSTAR) プロジェクトの 24時間ホ
ルター心電図ビッグデータを用いて，心拍変動

から得られる死亡リスク予測指標の異常値が個

体レベルでどれくらい重複するかを調べた．そ

の結果，個々の指標の異常値の出現率から，期

待される期待値と比べて，一つも異常値を持た

ない人の割合および 3 つ以上の異常値を持つ人
の割合が期待値よりも高く，特に 4 つの異常値
を持つ人や 5 つ全ての異常値を持つ人の割合は，
それぞれの期待値の 34 倍および 434 倍であった． 
	
 この結果は，心拍変動の予後予測因子の間に

は，互いに冗長性があり，異常値が特定の個体

に重積して出現しやすいことを示唆している． 
 
結論	
 

24 時間心電図から得られる心拍変動の予後予測
指標は，多くの異常値を持つ人の存在率が期待

値よりも高いことから指標間の強い冗長性が示

唆される． 
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